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主
な
事
業
の
紹
介

総
務
費

●
N
H
K
全
国
放
送
公
開
番
組

（
２
０
５
万
７
千
円
）

本
年

月
に
町
民
体
育
館
で

10

ラ
ジ
オ
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

●
町
有
林
管
理

（
１
、
０
８
１
万
１
千
円
）

町
有
林
を
除
間
伐
し
、
森
林
機

能
の
保
全
と
伐
採
木
の
売
却
を

行
い
ま
す
。

●
女
性
行
政

（

万
円
）

93

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制

定
の
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

平
成

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

23

●
総
合
計
画
策
定（

万
８
千
円
）

77

第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

●
移
動
通
信
用
鉄
塔
建
設

（
２
、
１
１
８
万
５
千
円
）

広
留
地
区
で
携
帯
電
話
が
使
え

る
よ
う
に
鉄
塔
を
整
備
し
ま
す
。

●
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
運

営

（
２
、
６
１
４
万
２
千
円
）

I
P
告
知
端
末
な
ど
の
管
理
運

営
を
行
い
ま
す
。

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
等
導
入
推

進
事
業

（

万
円
）

33

太
陽
光
発
電
設
備
と
L
E
D
照

明
な
ど
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し

た
住
宅
に
上
限

万
円
を
助
成
し

33

ま
す
。

●
国
際
交
流
（
４
０
１
万
５
千
円
）

韓
国
平
昌
郡
と
職
員
の
相
互
派

遣
交
流
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
結
婚
推
進
事
業（

万
９
千
円
）

48

独
身
者
を
対
象
に
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
若
桜
鉄
道
対
策

（
８
、
１
９
０
万
７
千
円
）

線
路
や
駅
舎
な
ど
の
鉄
道
施
設

の
管
理
や
レ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
観

光
用
客
車
を
購
入
し
ま
す
。

平
成

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は

23

億
２
、
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
５
億
２
、

32８
０
０
万
円
増
加（
前
年
度
対
比

・
６
％
増
加
）

19

し
ま
し
た
。

予
算
編
成
で
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
確

保
が
年
々
厳
し
く
な
る
な
か
で
、
地
域
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
重
要
課
題
と
し
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
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●
バ
ス
運
行
事
業

（
２
、
６
０
０
万
７
千
円
）

町
営
バ
ス
運
行
や
バ
ス
会
社
に

運
行
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

（

万
円
）

80

集
落
の
外
灯
の
新
設
改
修
等
に

助
成
し
ま
す
。

民
生
費

●
町
村
福
祉
事
務
所
開
設
準
備

（

万
２
千
円
）

35

平
成

年
４
月
か
ら
福
祉
事
務

24

所
の
機
能
を
県
か
ら
町
へ
引
き
継

ぎ
ま
す
。

●
敬
老
会

（
４
５
８
万
７
千
円
）

敬
老
の
日
に

歳
以
上
の
方
を

73

対
象
に
町
民
体
育
館
で
開
催
し
ま

す
。

●
介
護
者
支
援
事
業（

１
６
２
万
円
）

自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に

年
額
６
万
円
の
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。

●
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事

業

（
３
７
７
万
４
千
円
）

介
護
保
険
事
業
の
計
画
策
定
の

た
め
の
調
査
や
高
齢
者
等
の
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

●
特
別
医
療
費
支
給
事
業

（
２
、
７
０
２
万
７
千
円
）

身
体
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
の

方
な
ど
へ
医
療
費
を
助
成
し
ま

す
。

●
障
が
い
者
支
援
費

（
６
、
３
５
７
万
６
千
円
）

障
が
い
の
種
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
を

支
援
し
ま
す
。

●
隣
保
館
運
営（

９
４
３
万
８
千
円
）

住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
開
か

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
人
権
や
同
和
問
題
に
関

す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

（
５
、
２
０
２
万
２
千
円
）

歳
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者

15
に
手
当
て
を
支
給
し
、
生
活
の
安

定
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
り

ま
す
。

衛
生
費

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

（
５
８
２
万
８
千
円
）

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
と

歳
65

以
上
の
方
を
対
象
に
助
成
し
ま

す
。

●
肺
炎
予
防（
１
９
５
万
３
千
円
）

４
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

歳
以

75

上
の
方
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

●
細
菌
性
髄
膜
炎
予
防

（

万
５
千
円
）

69

４
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

助
成
し
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
予
防

（
２
６
９
万
９
千
円
）

中
学
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で

の
女
子
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業

（
８
４
６
万
３
千
円
）

各
種
が
ん
検
診
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
を
行
い
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
健
康
保
持
を
図
り
ま

す
。

●
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業

（

万
２
千
円
）

83

歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
子

20
宮
頸
部
が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
を

推
進
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

（

万
１
千
円
）

48

自
殺
予
防
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

●
塵
芥
処
理
対
策

（
５
、
９
４
９
万
６
千
円
）

ゴ
ミ
の
収
集
や
処
理
を
適
正
に

行
い
ま
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業

（
２
３
３
万
８
千
円
）

公
衆
衛
生
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
整
備
費
を
助
成
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

●
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度

（
１
、
４
８
４
万
３
千
円
）

中
山
間
地
域
で
の
農
業
を
守

る
た
め
、
農
家
に
交
付
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

（
９
４
３
万
２
千
円
）

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物

へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
柵
や
ト
タ
ン
等
の
設
置
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
専
門
員

の
配
置
や
狩
猟
免
許
の
新
規
取

得
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

●
地
籍
調
査

（
２
、
０
９
８
万
９
千
円
）

糸
白
見
地
区
の
一
筆
地
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

●
林
業
振
興

（
８
、
７
４
０
万
４
千
円
）

間
伐
や
枝
打
、
間
伐
材
の
搬

出
、
作
業
道
の
開
設
、
林
業
機
械

の
購
入
に
助
成
し
ま
す
。

商
工
費

●
商
工
会
補
助
金

（
３
、
２
５
０
万
円
）

商
工
会
の
活
動
費
に
加
え
て
、

本
年
は
お
も
ち
ゃ
館
整
備
や
宿
内

休
憩
所
整
備
に
助
成
し
ま
す
。

●
観
光
事
業

（
３
、
９
０
９
万
４
千
円
）

鬼
っ
こ
ま
つ
り
や
花
火
大
会
な

ど
へ
の
補
助
金
や
若
桜
町
観
光
大

使
の
活
動
、
登
山
道
の
維
持
管
理

な
ど
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
若
桜
町
観
光
協
会
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

●
氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業

（
１
、
４
２
７
万
４
千
円
）

わ
か
さ
氷
ノ
山
の
観
光
振
興
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
客
の

利
便
性
を
図
る
た
め
イ
ヌ
ワ
シ
ゲ

レ
ン
デ
と
ス
ノ
ー
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ

を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
を
整
備
し
ま

す
。

土
木
費

●
町
道
維
持

（
４
、
２
９
２
万
５
千
円
）

町
道
の
維
持
補
修
や
除
雪
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車
や
集
落

用
の
小
型
除
雪
機
を
購
入
し
ま

す
。
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前年度比（％）予 算 額特別会計名

4.44億8,723万6千円国民健康保険事業

△3.44億9,010万円介護保険事業

1.05,113万9千円後期高齢者医療

25.08,250万円簡易水道事業

△4.11億8,558万円公共下水道事業

△6.29,630万7千円農業集落排水事業

0.01,050万円赤松団地造成事業

△24.3549万6千円財産区造林事業

△17.8218万2千円住宅新築資金等貸付事業

6.43,093万4千円索道事業（事業費用）

※索道事業は予定額。

●
町
道
新
設
改
良

（
５
、
３
７
９
万
６
千
円
）

町
道
高
野
２
号
線
の
改
良
と

町
道
浅
井
住
宅
線
の
歩
道
改
良

を
行
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
の
川
を
守
る
事
業

（

万
円
）

50

河
川
の
愛
護
活
動
を
行
う
団

体
や
自
治
会
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

消
防
費

●
非
常
備
消
防
費

（
９
０
０
万
８
千
円
）

消
防
団
、
自
警
団
の
活
動
支
援

や
、
各
自
治
会
の
消
防
設
備
の
維

持
管
理
・
備
品
購
入
に
助
成
し
ま

す
。

●
災
害
対
策
事
業

（
４
８
８
万
２
千
円
）

有
事
に
備
え
備
蓄
物
資
の
管

理
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災

訓
練
や
住
宅
の
耐
震
診
断
・
設

計
・
改
修
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

特
別
会
計

会
計
（
索
道
事
業
を
除
く
）
の
当
初
予
算
の
合
計

10

金
額
は
、

億
1
、
1
0
4
万
円
で
前
年
度
よ
り

万
５
千
円
増

14

45

加
し
ま
し
た
。

教
育
費

●
入
学
祝
金

（

万
円
）

47

小
学
校
と
中
学
校
の
新
入
生

に
教
育
費
と
し
て
１
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

●
吉
川
分
校
改
修

（
１
、
２
４
７
万
１
千
円
）

地
域
住
民
等
の
交
流
施
設
と

し
て
利
用
す
る
た
め
、
入
浴
室
や

調
理
室
を
整
備
し
ま
す
。

●
小
中
一
貫
校
整
備

（
３
億
６
、
１
１
３
万
円
）

平
成

年
４
月
か
ら
の
開
校

24

に
む
け
、
中
学
校
校
舎
を
改
修
・

増
築
し
て
小
学
校
教
室
を
整
備

し
ま
す
。

●
人
権
同
和
教
育
推
進
事
業

（
４
８
４
万
８
千
円
）

平
成

年
度
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23

人
権
問
題
や
同
和
問
題
を
主

体
的
に
学
習
す
る
よ
う
意
識
啓

発
を
行
い
ま
す
。

●
生
涯
学
習
情
報
館
運
営

（
１
、
８
８
７
万
７
千
円
）

図
書
館
業
務
や
生
涯
学
習
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
温
水
プ
ー
ル
管
理

（
１
、
７
５
７
万
５
千
円
）

小
学
生
以
下
の
水
泳
教
室
、
ヨ

ガ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
水

中
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
通
学
対
策

（
４
４
０
万
円
）

小
中
学
生
に
バ
ス
定
期
券
・
回

数
券
、
中
学
１
年
生
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
安
全
タ
ス
キ
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
支
援
の
必
要

な
高
校
生
に
月
額
７
千
円
の
通

学
費
を
支
給
し
ま
す
。
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平
成

年
３
月
議
会
定
例
会

23
３
月
議
会
に
上
程
し
た
条
例
、

議
案
等
に
つ
き
ま
し
て
、
次
の
と

お
り
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

制
定
し
た
条
例

【
若
桜
町
地
域
公
共
交
通
維
持
確

保
基
金
条
例
】

○
安
定
的
な
公
共
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
若
桜
町
地
域
公
共
交
通

維
持
確
保
基
金
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

【
若
桜
町
幼
児
教
育
推
進
基
金
条

例
】

○
幼
児
教
育
の
充
実
と
推
進
を
図

る
た
め
、
若
桜
町
幼
児
教
育
推
進

基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

改
正
し
た
条
例

【
若
桜
町
職
員
の
職
務
に
専
念
す

る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
】

○
職
員
団
体
に
係
る
職
務
専
念
義

務
の
免
除
に
関
し
、
見
直
し
を
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

【
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
】

○
特
地
勤
務
手
当
の
廃
止
と
、
法

律
に
定
め
ら
れ
た
も
の
以
外
の
も

の
を
給
与
か
ら
控
除
で
き
る
よ

う
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

【
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有

し
、
又
は
使
用
す
る
固
定
資
産
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
】

○
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
す

る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
３
年
間
、
課
税
免
除
す
る
よ
う

に
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

【
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
】

○
平
成

年

月
か
ら
平
成

年

21

10

23

３
月
ま
で
の
間
、
暫
定
措
置
と
し

て
引
き
上
げ
た
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
に
つ
い
て
、
平
成

年
23

４
月
か
ら
恒
久
化
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

【
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
】

○
若
桜
町
立
多
目
的
集
会
施
設
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
引
き
続

い
て
鳥
取
い
な
ば
農
業
協
同
組
合

を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
若
桜
町
活
性
化
施
設
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
、
引
き
続
い
て
有

限
会
社
若
桜
農
林
振
興
を
指
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
道
の
駅
若
桜
・
桜
ん
坊
の
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
、
引
き
続
い
て

財
団
法
人
若
桜
町
観
光
開
発
事
業

団
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
若
桜
町
有
土
地
の
貸
付
】

○
若
桜
木
材
工
業
団
地
敷
地
の
貸

付
に
つ
い
て
、
引
き
続
い
て
若
桜

木
材
協
同
組
合
へ
貸
付
る
こ
と
と

し
、
貸
付
金
額
を
減
額
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
】

○
若
桜
町
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
工
事
の
請
負
契
約
金
額
の
実

績
金
額
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
契
約
金
額
を
減
額
し
、
契
約

金
額
７
億
８
千
２
２
５
万
円
を
７

億
３
千
６
百

万
７
千
１
百
円
に

57

変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚৚
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222年度情報公開請求公22年度情報公開請求公表表
◆情報公開制度とは
町が持っている情報（公文書）を、町民の皆さまからの求めに応じて公開する制度です。ご覧になりた
いと思う町の公文書や情報を、町民の皆さまの選択により閲覧いただけます。皆さまから開示請求を受け
た場合は、町は原則として公文書を公開しなければなりません。この制度で町政が一層開かれたものとな
り、皆さまと行政の信頼関係が強化され、公正な町政の運営を図ることができます。
◆情報公開制度の実施状況
情報公開制度の実施状況は、毎年公表することになっています。
平成22年度の開示請求は、ございません。

提案説明する町長
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●
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
積
立
金

（
１
４
１
万
６
千
円
）

●
公
共
交
通
維
持
確
保
基
金
の
積

立
金

（
３
、
１
０
０
万
円
）

●
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
奨
励
金

（
８
０
０
万
円
）

●
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
改
修

（
１
、
３
９
４
万
円
）

●
町
道
改
良（
７
０
８
万
３
千
円
）

●
自
警
団
の
消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
塔

整
備

（
９
６
０
万
円
）

●
小
中
学
校
の
図
書
購
入

（
１
４
０
万
円
）

●
生
涯
学
習
情
報
館
の
図
書
購
入

（
４
０
０
万
円
）

●
移
動
図
書
館
車
の
購
入

（
３
５
０
万
円
）

●
生
涯
学
習
情
報
館
の
読
み
聞
か

せ
司
書
の
雇
用

（
３
２
０
万
円
）

●
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援

金

（
１
５
０
万
円
）

一
般
会
計

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
２
億

４
、１
９
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を

億
２
、
１
４
１
万
３
千

33

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

基
金
へ
の
積
立
や
国
の
地
域
活
性

化
交
付
金
に
と
も
な
う
事
業
の
追

加
で
す
。

主
な
補
正
内
容

●
公
共
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
テ
レ
ビ
購
入（

１
２
０
万
円
）

●
公
共
施
設
看
板
な
ど
の
外
国
語

表
記

（
３
１
５
万
円
）

●
電
気
自
動
車
の
購
入

（
４
２
８
万
１
千
円
）

●
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

補
助

（
２
２
８
万
２
千
円
）

●
電
気
自
動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
整
備

（
４
９
９
万
４
千
円
）

●
財
政
調
整
基
金
の
積
立
金

（
１
億
８
、
４
０
０
万
円
）

平
成

年
度

̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏̏
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特
別
会
計

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
主

に
事
業
実
績
に
と
も
な
い
予
算

額
を
調
整
し
ま
し
た
。

補正後の予算額補 正 額特別会計名

5億72万3千円△466万3千円国民健康保険事業

41万7千円△329万2千円老人保健事業

4億9,997万円△1,639万9千円介護保険事業

1億440万8千円401万3千円簡易水道事業

795万円△255万円赤松団地造成事業

85万円△180万6千円住宅新築資金等貸付事業

こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、
受

給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
る
配
偶
者
や
お
子
様
が
い
る

場
合
で
、
障
害
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
加
算
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年
23

４
月
施
行
の
「
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生

し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ

と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
お
子
様
が

い
る
場
合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加

算
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
３
月
ま
で
は
・
・
・

23
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を
有

し
て
い
る
場
合
に
は
、
受
給
権
発

生
時
か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

平
成

年
４
月
か
ら
は
・
・
・

２３

加
算
の
範
囲
が
拡
大
！

平
成

年
４
月
１
日
よ
り
前
に

23

お
い
て
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計

を
維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を

有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
施
行

時
か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
平
成

年
４
月
１
日
以
降
に

23

手
続
き
く
だ
さ
い
）

平
成

年
４
月
１
日
以
降
に
お

23

い
て
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を
有

す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ

の
事
実
が
発
生
し
た
時
点
か
ら
加

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

鳥
取
年
金
事
務
所
緯
０
８
５

７（

）８
３
１
１

27

平
成

年
４
月
か
ら

23
「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

平成23年4平成23年4月月７

若若桜町役場の電話番号は次のとおりです若桜町役場の電話番号は次のとおりです。。

（IP告知端末での無料通話が可能です。（IP告知端末での無料通話が可能です。））

代表番号 ９（８１）２００代表番号 ９（８１）２００００

※※他課に転送できますがテレビ電話ではありません他課に転送できますがテレビ電話ではありません。。

若桜町地域情報通信基盤整備事業
減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
元 元

【役 場】（他課への転送はできません）

電話番号部 署 名電話番号部 署 名

９（８２）２２３８産 業 観 光 課９（８１）１０００町 長 室

９（８２）２２３６町 土 整 備 課９（８１）１００１副 町 長

９（８２）２２１３教 育 委 員 会９（８２）２２３５出 納 室

９（８２）２２１２議 会 事 務 局９（８２）２２１１総 務 課

９（８２）２２１４保 健 セ ン タ ー９（８２）２２３１企 画 財 政 課

９（８１）１００２宿 直９（８２）２２３２町 民 福 祉 課

９（８２）２２３４税 務 課

子機について

◇IP告知端末の子機については、自治会長さんを通して取りまとめを行いますが、入荷予定時期は、
４ヶ月後となる見込みです。

集落内放送について

◇各自治会長さんにマニュアルを配布します。

今後整備される方の負担について

◇４月１日以降に若桜町へ転入される場合は、町が整備します。
◇今年度整備されなかった世帯で今後整備を希望される場合は、実費が必要となります。

情報提供について

◇町から必要なお知らせを随時配信します。
◇緊急性の高い情報を配信します。

故障かなと思ったら

■ＩＰ告知端末に関すること■

若桜町役場総務課
緯（８２）２２１１

■ひかり電話、インターネットなどに関すること■

フレッツ光受付センター
緯０１２０（９３１）９６８

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

※毎月５日と20日の朝６：00～７：00に
ＩＰ告知端末の保守のため再起動をし
ますので、画面が点灯します。
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緯緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
町町町町町町町町町町町町町町町町
税税税税税税税税税税税税税税税税
・・・・・・・・・・・・・・・・
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税

平
成

年
度
町
税
・
保
険
税
・・・・・・・・・・・・・・・・・

2222222222222222333333333333333323
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料
のののののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期期期期期期期
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

保
険
料
の
納
期
に
つ
い
ててててててててててててててててて

今
年
度
の
各
税
・
保
険
料
の
納

期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
税
・
料

ご
と
に
第
１
期
納
期
の

日
前
ま

10

で
に
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
各
納
期
限
ま
で
に
各
納
税
組

町町町町町町町町町町町町町町町町
県県県県県県県県県県県県県県県県
民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税
・・・・・・・・・・・・・・・・
介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料
・・・・・・・・・・・・・・・・
国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税

町
県
民
税
・
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・・・・・・・・・・・・・・・・・

後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料
のののののののののののののののの
年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
か
ら
ののののののののののののののののの

特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収収収収収収収
（（（（（（（（（（（（（（（（
仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収収収収収収収
））））））））））））））））
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）
に
つ
い
ててててててててててててててててて

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
個
人
町
県
民
税
の
特
別
徴
収
対

象
者

・
当
該
年
度
の
初
日（
４
月
１
日
）

に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

歳
65

以
上
の
方
で
、
前
年
中
の
年
金

所
得
に
係
る
町
県
民
税
の
納
税

義
務
の
あ
る
方

○納期限・口座振替日

２月１月12月11月10月８月７月６月４月納付月

平成24年
２月
29日

平成24年
１月
31日

12月
26日

11月
30日

10月
31日

８月
31日

８月
１日

６月
30日

５月
２日

納期限・
口座振替日

税目等

４期３期２期１期固定資産税

４期３期２期１期
町県民税
（普通徴収）

４期３期２期１期
国民健康保険税
（普通徴収）

４期３期２期１期
介護保険料
（普通徴収）

４期３期２期１期
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

全期軽自動車税

○納付書で納付される場合の納付場所

若桜町役場
出納室

山陰合同銀行
本支店

鳥取銀行
本支店

鳥取いなば
農業協同組合
本支店

鳥取信用金庫
本支店

※納付書で納付される場合は、ゆうちょ銀行ではお取扱いできません。

合
ま
た
は
下
記
の
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
税

金
は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
入

金
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
・
保
険
税
・
保
険
料
の

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
!!

口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る

口
座
振
替
は
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

・
手
続
き
は
、
各
金
融
機

関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
や
変
更
の
開
始

月
は
、
金
融
機
関
の
受
付

が
月
の

日
ま
で
の
も
の

15

○
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象

者・

歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
特

65別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額
で

万
円
以
上
の
方

18
○
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

対
象
者

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
世

帯
主
の
方

・
世
帯
主
を
含
む
世
帯
内
の
国
民

は
翌
月
以
降
に
、

日
以
降

16

の
も
の
は
翌
々
月
に
到
来
す

る
納
期
か
ら
と
な
り
ま
す
。

・
口
座
の
番
号
や
名
義
人
に
変

更
が
生
じ
た
り
、
振
替
の
廃

止
や
納
付
方
法
を
変
更
す
る

場
合
な
ど
は
、
取
扱
金
融
機

関
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
お
す
す
め

・
各
納
期
限
日
に
自
動
的
に

◆
４
月
支
給
の
年
金
よ
り
平
成

年
度
分
の
個
人
町

23

県
民
税
・
保
険
料
な
ど
の
天
引
き
（
仮
徴
収
）
が
始

ま
り
ま
す
。

平平成23年4平成23年4月月９

健
康
保
険
加
入
者
が
全
て

歳
65

以
上

歳
未
満

75

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
（
４
月
か
ら
の
予
定
者

も
含
む
）

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額

で

万
円
以
上

18

・
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

税
を
合
計
し
た
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
未
満

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特

別
徴
収
対
象
者

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
方

・

歳
以
上
又
は

歳
以
上

歳

75

65

75

未
満
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

被
保
険
者

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額

で

万
円
以
上

18

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
合
計
し
た
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
未
満

※
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
は
年

金
保
険
者
や
年
金
種
別
に
よ
る
優

先
順
位
が
あ
る
た
め
年
金
額
が
18

万
円
以
上
で
も
特
別
徴
収
の
該
当

と
な
ら
な
い
方
も
あ
り
ま
す
。

４
、
６
、
８
月
は
町
県
民
税
・

保
険
料
な
ど
の
額
が
ま
だ
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
２
月
の
特
別

徴
収
額
と
同
じ
金
額
で
各
年
金
支

給
月
に
仮
徴
収
し
ま
す
。（
介
護
保

険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
４
月
か
ら

初
め
て
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら

れ
る
方
の
場
合
は
前
年
度
の
年
間

保
険
料
額
の
６
分
の
１
相
当
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ
る
方
へ

は
４
月
上
旬
ご
ろ
に
通
知
書
を
お

届
け
し
ま
す
。）

６
月
に
前
年
の
所
得
に
よ
り
年

間
の
町
県
民
税
・
保
険
料
な
ど
が

確
定
し
ま
す
。（
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
は
７
月
に
確

定
）
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額

を

、

、
２
月
の
３
回
に
分
け

10

12

各
年
金
支
給
月
に
本
徴
収
し
ま

す
。
町
県
民
税
、介
護
保
険
料
、国

民
健
康
保
険
税
額
の
決
定
通
知
書

は
６
月
中
旬
ご
ろ
お
届
け
し
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

の
決
定
通
知
書
は
８
月
上
旬
ご
ろ

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
特
別
徴
収
で
の

納
付
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
に
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
金
融

機
関
に
て
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
て
頂
き
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
の
控
え
と
「
印
鑑
」
を
お
持

ち
の
う
え
役
場
税
務
課
の
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
変
更
ま
で

３
ヶ
月
以
上
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

い
た
だ
い
た
場
合
、
そ
の
納
付
額

は
お
支
払
い
頂
い
た
方
（
口
座
名

義
人
）
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
、
住
民
税
の

負
担
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
仮
徴
収
に
つ
い
て

◆
本
徴
収
に
つ
い
て

◆
納
付
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

納
税
奨
励
金
は
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
取
り
ま
と
め
、
納

付
し
て
い
た
だ
い
た
納
税
組

合
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
奨
励
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
国
保
会
計
）
よ
り
支
払
い
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
保
会
計

は
厳
し
い
運
営
が
続
い
て
お

り
、
平
成

年
度
に
は
や
む
な

22

く
税
率
の
引
き
上
げ
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成

年
度
に
つ
い
て
も

23

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
な
け
れ
ば
運
営
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

平
成

年
度
か
ら

23

国
民
健
康
保
険
税
に
か
か
る

納
税
奨
励
金
廃
止
の
お
知
ら
せ

ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の
奨
励

金
に
つ
い
て
も
本
年
度
よ
り

廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。納

税
組
合
ご
加
入
の
皆
さ

ま
に
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
納
税
に
便
利

な
口
座
振
替
で
の
納
付
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成

年
度
の

23

若
桜
町
農
作
業
標
準
賃
金
が

決
ま
り
ま
し
た

3
月

日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

15

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定

件
19

珊

珊

珊

珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

平成23年度農作業標準賃金表

摘 要
金額

（税込み）
基 準方法区 分

作業内容により決めてください
6,000円
～7,000円

８時間１日一般労務

２番すきは60％
１窪10a以上の田7,100円

10a当り請負耕 う ん
１窪10a未満の田8,100円

１窪10a以上の田5,500円
10a当り請負代 か き

１窪10a未満の田6,500円

運搬別577円１箱育 苗

１窪10a以上の田7,000円
10a当り請負機械田植

１窪10a未満の田8,000円

紐付き・倒伏や湿
田は増額

１窪10a以上の田8,000円
10a当り請負バインダー

１窪10a未満の田9,400円

倒伏や湿田の場
合は増額

１窪10a以上の田15,000円
10a当り請負コンバイン

１窪10a未満の田17,000円

機械１人に付き9,000円10a当り請負脱 穀

水分含有料(刈取時)

20％～24％を基準とする
1,000円

60㎏当り
(乾燥後)

請負乾 燥

※この表は、標準額を示したものですので、農地の形状、作業内容、燃料代の高騰などによ

り、通常と異なる場合は、話し合いにより決めてください。

※けがなどがないよう十分注意し、安全な農作業を行いましょう。

転
出

小
林

一
寿
（
教
諭
）

中
田

幸
一
（
教
諭
）

壽
岡

由
美
（
教
諭
）

田
中

豊
子
（
事
務
副
主
幹
）

転
入

生
田

聡
史
（
教
諭
）

中
尾

泰
子
（
事
務
主
幹
）

若
桜
小
学
校
へ

鳥
大
附
属
中
学
校
へ

中
央
中
学
校
へ

用
瀬
中
学
校
へ

中
央
中
学
校
よ
り

中
央
中
学
校
よ
り

教
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

転
出
・
退
職

伊
井
野
早
苗
（
校
長
）

寺
垣

祥
子
（
養
護
教
諭
）

粂
澤

加
純
（
学
校
栄
養
職
員
）

山
田

有
花
（
講
師
）

小
山

昌
子
（
講
師
）

谷
口

和
子
（
講
師
）

鶴
石

昌
大
（
講
師
）

転
入

高
木

政
寛
（
校
長
）

小
林

一
寿
（
教
諭
）

植
島

直
生
（
教
諭
）

近
藤

梨
絵
（
養
護
教
諭
）

盛
本

真
理
（
栄
養
教
諭
）

山
本

抄
織
（
講
師
）

高
木

美
穂
（
講
師
）

退
職

郡
家
東
小
学
校
へ

明
徳
小
学
校
へ

若
葉
台
小
学
校
へ

鹿
野
中
学
校
、
福
部
中
学
校
へ

智
頭
小
学
校
へ

浜
坂
小
学
校
へ

大
江
小
よ
り

若
桜
中
学
校
よ
り

日
南
中
学
校
よ
り

鹿
野
小
学
校
よ
り

倉
田
小
学
校
よ
り

若
桜
中
学
校

若
桜
小
学
校

人人 事 異人 事 異 動動

教
職
員

平平成23年4平成23年4月月１１

平成23年度狂犬病予防注射実施日程表

集 落会 場時 間月 日

根安・糸白見・大炊・岸野糸白見山根製材前9：30～ 9：40

4／21
（木）

須澄須澄バス停前9：43～ 9：48

岩屋堂岩屋堂公民館前9：50～ 9：55

吉川旧ＪＡ鳥取いなば吉川支店前10：05～10：15

栃原・中原・加地・大野中原分館前10：25～10：40

寺前・小船小船広場10：45～10：50

落折落折広場10：55～11：00

寺所・馬場・内町・赤松
あかまつ団地

内町公民館前9：30～ 9：35

4／22
（金）

来見野来見野バス停前9：40～ 9：42

諸鹿諸鹿バス停前9：45～ 9：55

香田・長砂長砂バス停前10：10～10：15

湯原上湯原バス停前10：20～10：25

渕見渕見バス停前10：30～10：35

茗荷谷茗荷谷バス停前10：40～10：45

米米公民館前10：50～11：00

上高野・高野高野隣保館前9：30～ 9：40
4／25
（月）

口屋堂羅・屋堂羅口屋堂羅公民館前9：50～ 9：55

宿内・浅井・若葉団地・三倉役場前10：10～11：00

※最寄りの会場で受けてください。

各集落をまわっているため、細かく日程を区切っていますので、

時間励行にご協力ください。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま

し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
万

一
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
犬
の
鑑

札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ

け
て
い
る
と
飼
い
主
の
判
別
が
つ

く
た
め
、
必
ず
犬
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
で
、
時
に
人
を
攻
撃
し
た
り
、

近
所
の
物
を
壊
し
た
り
、
他
人
の

土
地
を
フ
ン
や
尿
で
汚
し
た
り
す

る
ば
か
り
か
、
交
通
事
故
に
あ
う

危
険
性
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
に
か
か
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。世

の
中
の
人
す
べ
て
が
犬
を
好

き
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に

と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
し
た
犬
の
い

た
ず
ら
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

も
、
相
手
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と

の
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。

散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

置
き
去
り
に
さ
れ
た
フ
ン
を
見

る
と
誰
で
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
周
り

の
人
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
で
フ
ン

を
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
る
こ
と

も
良
い
方
法
で
す
。
ま
た
、
犬
の

尿
も
木
、
花
を
枯
ら
す
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
人
へ
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
心
遣
い
が
大
切

で
す
。

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
方
へ

犬
を
飼
う
前
に
次
の
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
の
習
性
・
生
理
・
病
気
に
つ

い
て
考
え
て
い
ま
す
か
？

■
犬
の
寿
命
は

年
以
上
で
す
。

10

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す

る
心
構
え
が
あ
り
ま
す
か
？

■
毎
日
の
食
費
だ
け
で
な
く
、
病

気
を
し
た
と
き
の
治
療
費
、避
妊
・

去
勢
手
術
な
ど
の
費
用
を
負
担
で

き
ま
す
か
？

■
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
飼

え
ま
す
か
？

こ
ん
な
と
き
は
、町
民
福
祉
課
・
鳥
取

県
東
部
総
合
事
務
所
に
相
談
概

こ
ん
な
と
き
！

■
飼
い
犬
を
ど
う
し
て
も
飼
え
な

く
な
っ
た
と
き
。

■
鳥
取
県
に
保
護
さ
れ
た
犬
を
飼

い
た
い
と
き
。

■
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と

き
。

■
迷
子
の
犬
を
保
護
し
た
と
き
。

↓
相

談

若
桜
町
役
場
・
町
民
福
祉
課

緯
（

）
２
２
３
２

82

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所
生
活

安
全
課

緯
０
８
５
７
（

）
３

20

６
７
５

人
と
犬
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
とととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししし

飼
い
主
と
し
ててててててててててててててててててててて

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得
てててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
きききききききききききききききききききき
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ここここここここここここここここここここ

　
心
得
て
お
き
た
い
こ
ととととととととととととととととととととと

印　鑑                                                                    
案内ハガキ（既に登録をされている方のみに４月上旬に郵送さ

せていただきます。）
注射代　　2,950円（注射代　2,400円、注射済票代　550円） 
登録代　　3,000円〔今の犬を飼い始めてまだ登録（犬の一生涯

に１回）をされていない方のみ〕
※飼犬が死亡した場合は必ず町民福祉課へ連絡してください。

狂犬病予防注射を受ける際に必要なもの



平成23年4平成23年4月月 １２

　「
森
の
木
を
切
る
」と
い
う
と
自
然

を
壊
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま

す
。
で
も
、
こ
れ
が
響
の
森
で
や
っ

て
い
る
元
気
な
森
の
作
り
方
で
す
。

　
氷
ノ
山
に
は
手
入
れ
さ
れ
ず
、

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
の
ス
ギ
が
植
わ
っ
て

い
る
林
が
あ
り
ま
す
。
響
の
森
で
は

そ
ん
な
林
を
国
か
ら
借
り
て
、
ク

ル
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
み
な
さ

ん
と
ス
ギ
を
切
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
の
都
合
が
付
く
時
に
少

し
ず
つ
切
っ
た
ス
ギ
林
。
初
め
は
ス

ギ
の
枝
に
覆
わ
れ
て
薄
暗
か
っ
た
け

ど
、
今
で
は
太
陽
の
光
が
差
す
明
る

い
林
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
カ
エ

デ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
そ
し
て
ブ
ナ
な
ど

広
葉
樹
が
次
々
に
生
え
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
元
気
な
ス
ギ
と
広
葉
樹

が
混
ざ
っ
た
混
交
林
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
い

園木を切ることは悪いこと？

ろ
ん
な
動
植
物
が
存
在
で
き
る
多
様

性
豊
か
な
森
。「
森
を
育
て
る
」
＝

「
木
を
植
え
る
」
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
氷
ノ
山
の
よ
う
な
底
力
の
あ
る

山
な
ら
木
を
切
る
だ
け
で
自
然
の
森

が
復
活
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
国
際
森
林
年
。
改
め
て
私

た
ち
の
財
産「
氷
ノ
山
の
豊
か
な
森
」

を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
私
た
ち

も
ク
ル
ー
と
勉
強
し
つ
つ
、
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
元
気
な
森

作
り
活
動
」
は
６
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
G
W
に
は
間
伐
材
を
使
っ
た
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
木
の
工
作
、
木
く

ず
粘
土
の
鉛
筆
作
り
な
ど
木
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
・
響
の
森

ス
タ
ッ
フ
　
岡
田
珠
美

ブナの赤ちゃん

　
若
桜
町
教
育
委
員
会
で
は
国
史
跡
・

若
桜
鬼
ヶ
城
跡
を
後
世
へ
永
く
残
し
て

い
く
た
め
に
、専
門
委
員
会
を
設
置
し
、

　
年
度
に
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
ま

22し
た
。

　
計
画
の
対
象
範
囲
は
史
跡
指
定
地
と

宿
内
、
若
桜
神
社
な
ど
の
周
辺
地
域
を

設
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
保
存
管
理
の

４
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
し
て
、
石
垣

や
登
山
道
、
植
生
、
民
有
地
の
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
史
跡
の
形
状
に
変
更
を
加
え
る
現

状
変
更
（
例
を
挙
げ
る
と
、
土
を
掘
る
、

木
を
切
る
、
看
板
を
立
て
る
な
ど
）
の

取
り
決
め
や
整
備
活
用
の
方
向
性
、
行

政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
若
桜
鬼
ヶ

城
を
守
っ
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
示
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
計
画

の
報
告
書
を
、
宿
内
と
三
倉
に
お
住
ま

い
の
方
に
は
、
計
画
に
つ
い
て
簡
単
に

ま
と
め
た
概
要
版
を
後
日
配
布
い
た
し

ま
す
。
今
後
と
も
、
史
跡
若
桜
鬼
ヶ
城

跡
の
保
護
に
ご
理
解
と
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
存
管
理
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
緯（
　
）２
２
１
３
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国史跡若桜鬼ヶ城跡

国
史
跡
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
の

　
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

　
　
　

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

　

～～～～～～～～～～～～～～
身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななな
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法

　
　
～
身
近
な
悪
徳
商
法
～～～～～～～～～～～～～～～

す
の
で
、
保
険
を
切
り
替
え
ま
せ
ん

か
。」
と
勧
め
て
き
ま
し
た
。
不
況

の
た
め
収
入
が
少
な
く
な
り
保
険

の
支
払
い
も
軽
視
で
き
な
い
負
担

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
は

「
保
険
料
の
節
約
に
な
れ
ば
」
と
思

い
外
交
員
の
勧
め
る
ま
ま
に
保
険

契
約
の
転
換
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

　
毎
月
保
険
の
集
金
に
や
っ
て
来

る
保
険
の
外
交
員
が
、「
今
の
ほ
う

が
昔
よ
り
保
険
料
が
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。
保
険
料
の
節
約
に
な
り
ま

　
最
近
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
い
わ

ゆ
る
生
命
保
険
の
転
換
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生

命
保
険
の
転
換
と
は
、
既
に
契
約
し

て
い
る
保
険
の
転
換
価
格
を
新
た
に

加
入
す
る
保
険
の
保
険
料
の
一
部
に

充
て
る
こ
と
に
よ
り
、新
規
の
保
険
契

約
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
保
険
料
単
価
は
バ
ブ
ル
期
以
降
増

価
傾
向
に
あ
る
上
に
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
保
険
料
は
上
昇
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
契
約
で
は
、
保
険

料
の
支
払
期
間
が
延
長
さ
れ
て
い
る

場
合
や
、
一
般
人
で
は
わ
か
り
に
く

い
形
で
保
険
料
が
増
額
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

条
件
の
よ
い
保
険
を
よ
り
条
件
の
よ

く
な
い
保
険
へ
と
切
り
替
え
て
し
ま

う
結
果
と
な
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た

な
い
の
で
す
。

　
本
件
で
は
、
保
険
外
交
員
は
、
保

険
料
が
安
く
な
る
保
険
へ
の
切
り
替

え
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、　
年
経
過

10

後
は
か
え
っ
て
こ
れ
ま
で
よ
り
も
保

険
料
が
高
く
な
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は

保
険
料
負
担
が
多
額
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
保
険
料
が
安
く
な
る
こ
と
の
説

明
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
よ

り
ト
ー
タ
ル
で
保
険
料
負
担
が
多
額

に
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
が
通
常
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
外
交
員
は
、　10

年
経
過
後
は
か
え
っ
て
こ
れ
ま
で
よ

り
も
保
険
料
が
高
く
な
り
、
ト
ー
タ

ル
で
は
保
険
料
負
担
が
こ
れ
ま
で
の

契
約
よ
り
も
多
額
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

あ
え
て
説
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
不
利
益
事
実
の
故
意
に
よ
る
不

告
知
（
消
費
者
契
約
法
４
条
２
項
）

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
消
費
者

は
新
し
い
保
険
契
約
へ
の
転
換
を
取

り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
節
約
で
き
る
こ

と
が
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
と

こ
ろ
、
消
費
者
は
保
険
料
を
節
約
で

き
る
旨
誤
信
し
て
お
り
、
錯
誤
（
民

法
　
条
）
に
よ
り
契
約
無
効
を
主
張

95
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
具
体
的
な

手
続
き
は
役
場
窓
口
に
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

し
、
後
で
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み

る
と
、
保
険
料
が
安
く
な
る
の
は
　10

年
間
だ
け
で
、
そ
の
後
は
か
え
っ
て

こ
れ
ま
で
よ
り
も
保
険
料
が
高
く

な
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は
保
険
料
負
担

が
多
額
と
な
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏
　

相
談
事
例

【身近な相談窓口】

町民福祉課

　緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

　緯０８５７（26）７６０５・７６０４
　〔いずれも平日　８：30～17：00〕

【４月の法律相談】

●と　き＝４月12日（火）13：30～16：00
　　　　　＊要予約 
●ところ＝地域福祉センター
　　　　　緯（82）０２５４

ア
ド
バ
イ
ス
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シカの一斉捕獲  損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損 
有害鳥獣による農林業被害を減らすために

　
近
年
、シ
カ
に
よ
る
農
林
業
作
物
へ
の
被

害
が
拡
大
し
て
お
り
、個
体
数
を
減
ら
し
被

害
の
減
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
３

月
６
日
に
、
香
田
～
湯
原
、
大
炊
、
根
安
地

区
に
於
い
て
シ
カ
の
一
斉
捕
獲
を
行
い
ま

し
た
。

　
猟
友
会
の
会
員
　
名
に
よ
り
、、
巻
き
刈

19

り
猟
【
勢
子
（
シ
カ
を
追
い
出
し
た
り
、
逃

げ
る
の
を
防
ぐ
者
）
と
射
手
に
分
か
れ
、
勢

子
が
追
い
出
し
た
シ
カ
を
射
手
が
捕
獲
す

る
方
法
】に
よ
る
捕
獲
を
行
い
ま
し
た
。
捕

獲
頭
数
は
４
頭
で
し
た
が
、今
後
も
シ
カ
に

よ
る
農
林
業
被
害
対
策
を
広
域
的
な
取
り

組
み
で
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

捕獲したシカを囲む猟友会員

  損損損損損損損損損損損損損損損損 思い出と期待を胸に巣立ち
小・中学校卒業証書授与式

　
若
桜
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
３

月
８
日
に
、
若
桜
小
学
校
卒
業
証
書
授
与

式
が
３
月
　
日
に
、
各
小
中
学
校
で
行
わ

1８

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
４
月

か
ら
始
ま
る
新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
、

　
人
が
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

67各
学
校
卒
業
者
数

・
若
桜
中
学
校
…
　
人
36

・
若
桜
小
学
校
…
　
人
 

31

T O
P

C S
I

T O
P

C S
I

若桜中学校

若桜小学校
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  損損損損損損損 2010年日本海新聞ふるさと大賞を受賞！！
スポーツ功労賞　山本有紀さん　 地域貢献賞 ボランティアすずらんの会

　
日
本
海
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
授

賞
式
が
２
月
　
日
、
役
場
で
行
わ

24

れ
ま
し
た
。

　
日
本
海
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

は
、
新
日
本
海
新
聞
社
が
県
内
市

町
村
と
共
催
で
実
施
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
、
昨
年
１
年

間
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
や
選
手
育
成
や
指
導
に

貢
献
し
た
人
、
地
域
功
労
賞
は
、

文
化
振
興
、
人
材
育
成
、
防
災
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
て
地
域
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
に
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

八頭高弓道部の山本さん（前列左から４人目）と
すずらんの会の皆さん

　
若
桜
町
で
は
、
八
頭
高
弓
道
部

の
山
本
有
紀
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
功

労
賞
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
ず
ら

ん
の
会
が
地
域
貢
献
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
長
が
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
山
本
さ
ん
は
、

全
国
大
会
で
も
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
す
ず
ら
ん
の
会

は
長
年
の
高
齢
者
に
生
き
が
い
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
お
互
い
に
支

え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

く
だ
さ
り
感
謝
し
ま
す
。」と
祝
辞

を
述
べ
、
賞
状
・
盾
・
副
賞
を
授

与
し
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
て

八
頭
高
弓
道
部
の

山
本
さ
ん
が
「
高

校
か
ら
始
め
た
弓

道
で
こ
の
よ
う
な

賞
を
頂
き
、
う
れ

し
い
で
す
。
今
年

の
全
国
大
会
で
は

頑
張
り
ま
す
。」
と

謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

第63回日本消防協会定例表彰 損損損損損損損損損損損損損損損 
若桜地区女性消防隊が優良婦人消防隊表彰を受章！

　
第
　
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表

63

彰
が
２
月
　
日
東
京
都
の
日
本
消

24

防
会
館
・
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で

挙
行
さ
れ
、
若
桜
地
区
女
性
消
防

隊
が
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
若
桜
地
区
女
性
消
防
隊
は
、
平

成
　
年
２
月
に
隊
長
以
下
　
名
で

19

10

結
成
さ
れ
、
女
性
の
視
点
で
の
防

火
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
、
同
年

　
月
に
は
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

10た
「
第
　
回
全
国
女
性
消
防
操
法

18

大
会
」
に
出
場
し
、
優
良
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。
翌
年
２
月
に
は
、

平
成
　
年
度
鳥
取
県
消
防
協
会
定

19

受章報告する若桜地区女性消防隊
（左から森本さん・山田さん）

例
表
彰
で
特
行
表
彰
を
受
章
し
、

そ
の
後
も
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
防
災

意
識
向
上
に
関
す
る
広
報
活
動

や
、
救
命
講
習
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
災
害

発
生
時
の
救
護
、
炊
き
出
し
、
及

び
要
援
護
者
の
安
否
確
認
な
ど
、

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
。」と

い
う
郷
土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、

「
地
域
の
安
全
確
保
」
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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  損損損損損損損損損損損損損損損損損損 これからの活躍に期待
自衛隊入隊予定者を激励

　
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
の
壮
行
激
励
会
を
３

月
２
日
に
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
自
衛
官
採
用
試
験
に
見
事
合
格
し
た
の

は
、
西
尾
直
也
さ
ん
（
長
砂
）
で
す
。

　
激
励
会
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
自
衛
隊
鳥

取
地
方
協
力
本
部
鳥
取
募
集
案
内
所
杉
本
所

長
や
若
桜
町
自
衛
隊
相
談
員
の
森
岡
芳
明
さ

ん
ら
が
出
席
し
、入
隊
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
西
尾
さ
ん
は「
勉
強
と
訓
練
に
取
り
組
み
、

早
く
慣
れ
て
自
衛
隊
の
一
員
に
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。」と
入
隊
に
向
け
て
の
決
意
を
語

り
ま
し
た
。
西
尾
さ
ん
の
着
隊
先
は
広
島
に

あ
る
海
上
自
衛
隊
呉
教
育
隊
の
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

西尾直也さん（左から３番目）

晴天に恵まれ、華麗なシュプールを描くスキー愛好者 損損 
わかさ氷ノ山スキー場お客様感謝祭

抽選会に集まった来場者

　
お
客
様
感
謝
祭
（
主
催
：
氷
ノ
山
観

光
業
者
組
合
）
を
３
月
　
日
に
開
催
し

13

ま
し
た
。

　
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
が
無
料
開
放

と
さ
れ
、
朝
早
く
か
ら
県
内
外
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
ス
キ
ー
愛
好
者
な
ど
１
、
０

０
０
人
を
超
え
る
方
が
来
場
さ
れ
、
残

り
少
な
い
今
シ
ー
ズ
ン
の
滑
り
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
の

シ
ー
ズ
ン
券
や
地
元
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ス

ノ
ー
ピ
ア
前
で
は
、
当
選
番
号
が
発
表

さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

  損損損損損損損損損損損損損損損損損損 林業は動き出している
若桜町林業シンポジウム

　
若
桜
町
の
林
業
・
木
材
産
業
を
再
生
す
る

た
め
に
向
け
て
若
桜
町
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
３
月
５
日
に
若
桜
町
公
民
館
で
開
催

し
、約
　
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

80

　
基
調
講
演
と
し
て
、
鳥
取
県
八
頭
総
合

事
務
所
農
林
局
林
業
振
興
課
の
田
村
裕
之

氏
に
よ
る
「
若
桜
町
の
林
業
と
木
材
産
業

の
再
生
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
動
き
出
し
た
若
桜
町
林
業
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
森
林
境

界
明
確
化
事
業
へ
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、

屋
堂
羅
財
産
区
管
理
会
長
の
伊
井
野
政
文

さ
ん
が
、
屋
堂
羅
地
域
で
の
境
界
確
定
へ

の
取
り
組
み
や
、
重
要
性
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
で
林
業
に
従

事
し
、
頑
張
っ
て
い
る
若
い
方
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
若

桜
町
林
業
へ
の
思
い
」
や
「
　
年
後
の
若

10

桜
町
林
業
へ
の
期
待
」
な
ど
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
動
き
出
し
た
若
桜

町
林
業
を
実
感
で
き
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

パネルディスカッションを聞き入る来場者

平平成23年4平成23年4月月１７

23部門中、町内勢が２部門を制しました！！  
　わかさ氷ノ山スキー場で、４年に１度開催される第11回鳥取県民スポレク祭冬季大会（スキー・スノーボー
ド競技）が２月19日に開催されました。県内在住者101名の参加のもと、熱いレースが繰り広げられました。
各部門の優勝者と町内の選手の成績を紹介します。

第11回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭冬季大会
（スキー・スノーボード競技）

アルペン男子
▼小学生・低（１～４年生）

所　属氏　名順位

山荘スキークラブ米子市新田　大樹1

フロンティアスキークラブ若桜町森岡　　岳2

▼小学生・高（５・６年生）

所　属氏　名順位

フロンティアスキークラブ若桜町瀬戸　鉄平1

若桜小学校若桜町山根　大輝8

若桜小学校若桜町君野　光輝12

▼中学生

所　属氏　名順位

花見山フジ日南町長尾　優太1

フロンティアスキークラブ若桜町森岡　　空2

▼少年

所　属氏　名順位

日野高校日南町小谷　崚慈1

▼成年１部

所　属氏　名順位

花見山フジ日南町小谷健太郎1

▼成年２部

所　属氏　名順位

若桜氷ノ山クラブ鳥取市岡本　康宏1

▼成年３部

所　属氏　名順位

氷ノ山スノークラブ鳥取市杉森　雅彦1

▼マスターズ１部

所　属氏　名順位

鳥取三洋スキークラブ鳥取市波多野泰彦1

▼マスターズ２部

所　属氏　名順位

智頭スキークラブ智頭町田中　　賢1

クロスカントリー男子（クラシカル）

▼小学生・低（2.5㎞）

所　属氏　名順位

名和小学校大山町河本　　海1

▼小学生・高（2.5㎞）

所　属氏　名順位

名和小学校大山町河本　　龍1

▼中学生（5㎞）

所　属氏　名順位

若桜中学校若桜町岩村　稔大1

奥大山スキークラブ江府町川上　光隆2

若桜中学校若桜町中尾　直也3

▼成年１部（５㎞） 

所　属氏　名順位

フロンティアスキークラブ日南町植島　直生1

▼成年３部（５㎞） 

所　属氏　名順位

中山小学校大山町河本　　洋1

▼マスターズ１部（５㎞） 

所　属氏　名順位

日光小学校伯耆町松本　一生1

アルペン女子
▼小学生・低（１～４年生）

所　属氏　名順位

白樺クラブ大山町林原　萌香1

▼小学生・高（５・６年生）

所　属氏　名順位

山荘スキークラブ米子市新田　季麗1

▼中学生

所　属氏　名順位

大山スキークラブ南部町宇田川　茜1

フロンティアスキークラブ若桜町瀬戸　　葵3

スノーボード男子

▼フリー

所　属氏　名順位

ＭＯＳＳＡ鳥取市本城　　卓1

クロスカントリー女子（クラシカル）
▼小学生・低（2.5㎞）

所　属氏　名順位

日南小ノルディック日南町柴田　笑里1

▼小学生・高（2.5㎞）

所　属氏　名順位

日南小ノルディック日南町小谷　瑞希1

▼中学生（2.5㎞）

所　属氏　名順位

溝口中学校伯耆町遠藤　花奈1

▼少年（2.5㎞）

所　属氏　名順位

日野高校伯耆町内藤　夏希1
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１８平平成23年4平成23年4月月

被
災
地
の
皆
さ
ま

頑
張
り
ま
し
ょ
う

　
３
月
　
日
発
生
の
東
北
地
方

11

太
平
洋
沖
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
未
曽

有
の
大
地
震
で
あ
り
、
大
津
波

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
町
や
村

を
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
３
月
　
日
現
在
、
死
者
、

20

行
方
不
明
者
は
２
万
人
以
上
で

ま
だ
ま
だ
増
え
る
見
込
み
で

す
。

　
私
た
ち
も
表
現
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
ほ
ど
の
大
惨
事
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
東
京
電
力
の
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
も
大
地

震
に
よ
り
、
放
射
能
が
漏
れ
る

な
ど
に
よ
り
、
集
団
避
難
が
始

ま
る
な
ど
、
安
全
性
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
に

大
き
な
波
紋
が
投
げ
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
地
震
に
よ
り
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
被

災
者
の
皆
さ
ま
に
、
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
話
し
合
い
を
持
ち
、
合
同
で

１
、
０
０
０
円
以
上
の
義
援
金

を
各
家
庭
で
お
願
い
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
　
日
か
ら
８
日

18

間
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
被
災
地

へ
救
援
物
資
の
受
付
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
被
災
者
の
皆

さ
ま
が
避
難
所
と
し
て
、

使
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、

旧
池
田
小
学
校
や
空
い
て
い

る
町
営
住
宅
な
ど
も
県
の
リ

ス
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
き
避

難
さ
れ
る
人
の
受
け
皿
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
震
災
の
復
興
に

つ
い
て
は
、
日
本
と
し
て
も
膨

大
な
経
費
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
地
方
公
共
団
体
も
贅
沢
を

せ
ず
に
辛
抱
す
る
事
が
望
ま
れ

ま
す
。
全
国
民
が
心
を
一
つ
に

し
て
一
日
も
早
い
復
興
を
皆
さ

ま
と
一
緒
に
誓
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
若
桜
町
と
交
流

し
て
い
る
韓
国
平
昌
郡
の
イ
・

ソ
ン
レ
郡
守
様
よ
り
、
募
金
活

動
を
行
っ
て
集
め
た
義
援
金
５

０
０
万
ウ
ォ
ン
（
日
本
円
に
換

算
す
る
と
　
万
円
ぐ
ら
い
）
を

37

送
る
と
い
う
電
話
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
被
災
地
の
皆
さ
ま
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」

道
の
駅

「
も
み
じ
カ
レ
ー
」
好
評

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
道
の
駅
「
若
桜
・
桜
ん
坊
」

で
は
１
月
か
ら
「
も
み
じ
カ

レ
ー
」
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

私
も
一
週
間
に
２
回
は
食
堂
で

昼
食
を
し
ま
す
が
、
よ
く
「
も

み
じ
カ
レ
ー
」
を
食
べ
ま
す
。

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
長

時
間
か
け
て
煮
込
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
鹿
肉
も
口
の
中
で
溶
け

る
よ
う
な
食
感
が
あ
り
ま
す
。

鹿
肉
は
、
臭
み
を
と
り
軟
ら
か

く
す
る
た
め
、
ワ
イ
ン
を
加
え

て
圧
力
鍋
で
蒸
し
て
お
り
、
と

て
も
好
評
で
す
。

　
県
庁
の
第
二
庁
舎
の
食
堂
で

も
「
鹿
カ
レ
ー
」
は
食
べ
ら
れ

ま
す
が
、
手
間
暇
を
か
け
て
お

り
、
ま
た
、
違
っ
た
旨
味
が
あ

り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
鹿
肉
と
い
え
ば

敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、
実
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
で
は
、
鹿
肉

は
高
級
品
で
あ
り
ま
す
。
何
と

か
若
桜
の
名
物（
B
級
グ
ル
メ
）

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
で
は
「
鹿
コ

ロ
ッ
ケ
」
も
販
売
し
て
お
り
ま

す
。

　
若
桜
の
名
物
に
す
る
た
め
に

は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に

ま
ず
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

道
の
駅
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。

もみじカレー

役場に置かれた募金箱

１９
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若
桜
町
で
は
、
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚

園
、
保
護
者
、
青
少
年
育
成
関
係
団
体
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各
代
表
者
の
方
々

で
「
子
育
て
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委
員

会
」
を
組
織
し
て
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や

目
指
す
べ
き
子
ど
も
の
姿
を
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
、
委
員
会
を
４
回
開
催
し

22

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
の

中
か
ら
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
み
た

い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
総
合
ビ
ジ
ョ
ン

実
行
委
員
会
か
ら

顕

原

鹸

厳

験験験

験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

子
ど
も
た
ち
の
朝
食
が
心
配
だ
。
少

数
だ
が
し
っ
か
り
食
べ
る
時
間
が
な

い
子
ど
も
が
い
る
。
ま
た
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
と
な
る
よ

う
に
手
軽
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
な
ど
紹

介
し
て
は
ど
う
か
。

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

若
桜
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大
勢
の
場

や
知
ら
な
い
人
の
前
で
一
歩
引
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

あ
い
さ
つ
や
意
見
を
堂
々
と
言
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

あ
い
さ
つ
は
、
よ
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
の

意
味
を
考
え
、「
お
は
よ
う
」
を
会
話

の
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。「
あ
り

が
と
う
」
を
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
は
ど
う
か
。

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

　
家
庭
、
地
域
の
中
で
も
話
題
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
。
本
年
度
は
、
国
語
、
音
楽
、
図
画
工
作
、

学
級
活
動
、
体
育
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校
で
指
導
を
さ

れ
た
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。
１
年
の
図
工
で

は
、
美
術
の
奥
田
先
生
が
専
門
性
を
生
か
し

て
縄
跳
び
を
題
材
に
紙
版
画
の
指
導
を
さ
れ

ま
し
た
。
画
用
紙
で
切
っ
た
頭
や
手
足
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
動
き
の
あ
る
形
に
す
る
こ

と
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
指
導
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
も
動
き
の
あ

る
形
に
し
よ
う
と
、
工
夫
し
て
取
り
組
み
、

楽
し
い
感
じ
の
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
５
年
の
学
級
活
動
で
は
、
小
林

先
生
に
「
中
学
校
の
学
習
や
生
活
で
大
切
な

こ
と
」
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
林
先
生
は
長
年
の
経
験
を
も
と
に
、

学
習
で
は
「
ノ
ー
ト
を
き
れ
い
な
字
で
書
く

こ
と
。
素
直
な
心
で
勉
強
す
る
こ
と
。」な
ど

を
話
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
で
身
に

つ
け
て
お
く
べ
き
こ
と
を
心
に
刻
ん
だ
よ
う

で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
を
生
か
し
た

交
流
授
業
を
進

め
、
平
成
　
年
度

24

か
ら
の
開
校
を

円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
４
月
の
小
中
一
貫
校
開
校
に
向

24

け
て
、
若
桜
小
学
校
で
は
若
桜
中
学
校
と
連

携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
小
中
学
校
の
教
員
の
交
流
授
業
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
小
中
一
貫
校
に
な
っ
た

と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
指
導
形
態
や
指
導
方

法
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
望
ま
し
い

も
の
な
の
か
を
研
究
す
る
た
め
と
、
小
中
学

校
教
職
員
が
お
互
い
に
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
理
解
し
合
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

若桜小学　若桜小学校校

小
中
一
貫
校
に
向
け
て

58

教員交流授業
（５年学級活動）

中学校の先生が小学校へ
（１年図画工作）
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししし
みみみみみみみみみみみみみみ

『
外
に
出
る
楽
し
み
ををををををををををををををを

見見見見見見見見見見見見見見
つつつつつつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけけけけけ
まままままままままままままま
しししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょ

　
見
つ
け
ま
し
ょ
ううううううううううううううう
概概概概概概概概概概概概概概概
』』』』』』』』』』』』』』』

　
こ
の
冬
は
雪
が
多
か
っ
た
り
、
寒
か
っ

た
た
め
、
外
出
す
る
こ
と
が
億
劫
な
方
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
　

　
家
の
中
や
庭
先
だ
け
し
か
行
動
し
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
体
力
が
落
ち
て
つ
ま
ず

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
次
の
よ
う

な
悪
循
環
を
引
き
お
こ
し
寝
た
き
り
や
認

知
症
を
招
く
の
で
す
。

　
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
外
へ
出
か
け
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
久
し
ぶ
り
に
昔
の

友
人
と
出
会
え
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
が

待
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
お
出
か
け
ポ
イ
ン
ト
　

　　　　　　
若
桜
町
で
は
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

を
予
防
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
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検診を受けましょう【若桜町が行うがん検診など一覧表】

検診機関料　金時　期検診内容検診方法対象者検診名

保健事業団無料
８～10月、１月
日程表を配布

レントゲン撮影

集団検診

満40歳以上
結核検診
肺がん検診

レントゲン撮影と喀痰細胞
診（喫煙者のうち希望者）

町内医療機関
600円
1,200円

７～１月（予定）

レントゲン撮影
○新 
個別検診 レントゲン撮影と喀痰細胞

診（喫煙者のうち希望者）

保健事業団無料
８～10月、１月
日程表を配布

胃バリウム検査集団検診
満40歳以上胃がん検診

町内医療機関2,000円７～１月（予定）胃内視鏡検査個別検診

保健事業団無料
８～10月、１月
日程表を配布

採便検査（容器の配布日と回
収日指定）

集団検診

満40歳以上大腸がん検診

町内医療機関無料７～１月（予定）
採便検査（容器は町内医療機
関で配布して回収）

個別検診

保健事業団無料
８～10月、１月
日程表を配布

子宮頸部がん検診（細胞診）集団検診

満20歳以上の女性子宮がん検診
東部地域の契
約医療機関

1,500円７～２月（予定）子宮頸部がん検診（細胞診）個別検診

保健事業団無料
８～10月、１月
日程表を配布

視触診検査とマンモグラ
フィー検査

集団検診
満40歳以上の女性
（ただし奇数年生まれの者）

乳がん検診
東部地域の契
約医療機関

1,300円７～２月（予定）
視触診検査とマンモグラ
フィー検査

個別検診

保健事業団無料
８～９月に２日間
日程表を配布

踵（かかと）骨の超音波検査集団検診
30歳以上70歳未満の女性
（３年毎）

骨粗鬆症予防
検診

※できるだけ多くの方に受けて頂くために23年度個別検診の個人負担金を下げる予定です。

※23年度は対象者の方に受診票を通知します。（よって受診希望とりまとめはいたしません。）

※対象年齢の方であれば受診できますので、都合の良い方法でぜひ検診を受けましょう。～鳥取県はがん検診受診率50％を目指しています。～

問い合わせ先　緯（82）-2214　若桜町保健センター今月の言葉　とけあった　心と心で　なくなる差別
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～～人権が尊重される社会を実現するための重点課題～人権が尊重される社会を実現するための重点課題 ～～

○ 同和問題　　私たちは「生まれ」や「出身」などによって偏見や先入観で人を判断したり、差別してしまうこ
とがあります。同和問題もそのひとつです。

　　「今でも部落差別はあるのですか」ということをよく聞きますが、確かに昔のように公然と差別的な言葉をつ
かったり、差別的な態度をとるということは少なくなりました。しかし、今もなお結婚や就職のときに差別を
受け悩み苦しんでいる人がいるのです。

　　この問題を一日も早く解決するためには同和問題を正しく認識する必要があり、一人ひとりが人権感覚を高
める努力をしましょう。
○ 女性問題　　わたしたちの暮らしのなかに「女のくせに」といったような会話がよく聞かれます。男女の性別
による役割は生まれた時からそなわっているものではなく、文化や社会の中でつくりあげられたものです。女
性も男性も自分の能力や個性を発揮し行動や生きかたを広げることができる社会をつくりましょう。
○ 子ども　　子どもに対して、親の意見を押しつけていませんか。また、他人の子どもと比較していませんか。
　人権は、すべての人々が幸せに生きていく当然の権利ですので、子どもにも保障されなければなりません。
未来を担う子どもの人権を認め健やかに育つための環境をつくりましょう。
○ 高齢者　　高齢者の人権を考え、すべての人が能力や意欲に応じて社会生活ができ、安心して暮らせる社会を
実現しましょう。
○ 障がい者　　心身に障がいがあるから「かわいそうだ」、「気の毒だ」という気持ちは障がいがあるから“普
通”ではないという意識からくるのではないでしょうか。今、わたしたちに求められていることは、違いを認
め合って共に生きることです。

　　障がいのある人も、ない人と同じようにあたりまえに社会に参加できる。「共に生きる社会」を実現しましょう。
○ 外国人　　「外国人だから」といって排除してしまってよいのでしょうか。
　人種や民族の違い、そして文化や生活習慣の違いを認めようとせず、外国人だからという理由だけで差別して
しまうことがあります。わたしたちも外国に行けば外国人です。文化や生活習慣による違いをその国固有の特
徴として認めさまざまな文化、価値観を認めあい、明るく暮らせる社会をめざしましょう。

○ HIV感染者など　　HIV感染者などに対する偏見や差別があります。病気についての正しい知識と理解を深め、
偏見や差別を解消しましょう。

　以上挙げた課題をすべて克服し、人権が尊重される社会を実現しましよう。

２１ 平平成23年4平成23年4月月
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登
録
生
募
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ふ
れ
あ
い
作
品
展
開
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公
民
館
ロ
ビ
ー
に
新
し
い
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が

入
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
の
作
品
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
趣
味
の
作
品
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。
展
示
で
き
る
作
品
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
公
民
館
ま
で
お
持
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
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作
品
募
集
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若
桜
町
公
民
館
中
原
分
館
で「
ふ
れ
あ
い

作
品
展
」を
３
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
３

12

14

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
保
育
園
児
、
小
学
生
か

ら
分
館
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
地
域
、集
落
の
グ

ル
ー
プ
、
個
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の

方
々
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。保
育
所
の

コ
ー
ナ
ー
は
一
面
お
雛
さ
ま
が
並
び
、春
の

到
来
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。小
学
生
の
作
品
は

版
画
、
絵
画
、
習
字
、
工
作
な
ど
ど
れ
も
力

作
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、押
絵
あ
り
絵
画
あ
り
手
芸

あ
り
生
花
あ
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
並

び
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
幸
い
に
も
暖
か
な
好
天
に
恵

ま
れ
、池
田
ば
か
り
で
な
く
若
桜
か
ら
も
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
の
娘
は
で
ん
と
横
座
に
あ
ぐ
ら
か
き

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 盛
田
　
康
秋

長
生
き
の
秘
訣
だ
う
ま
い
酒
を
飲
む

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 中
島
　
寿
道

節
分
の
鬼
は
今
年
も
俺
の
役
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 竹
口
　
清
信

ひ
る
ん
だ
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
老
い
の
影
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 藤
原
　
鬼
桜

落
第
を
重
ね
て
母
は
母
に
な
る

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 岡
崎
　
彰
夫

俳
　
句
　（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

雪
解
け
を
進
め
て
を
り
ぬ
軒
雫

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 西
尾
　
青
雨

雨
だ
れ
の
奏
で
る
日
和
春
近
し
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 中
村
　
節
枝

懐
か
し
き
母
の
香
り
の
蓬
餅
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 山
根
　
里
江

槌
音
や
雪
折
屋
根
の
大
修
理
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 坂
口
　
仲
子

障
子
閉
め
一
人
の
夜
の
始
ま
り
ぬ
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榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 谷
口
　
裕
子

俳
　
句
　（
鶴
尾
句
会
）

教
室
は
読
書
の
時
間
雪
し
ん
し
ん
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榎
榎
榎
榎
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本
　
小
品

春
の
日
や
常
に
俳
句
を
友
と
し
て
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田
よ
し
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手
庇
に
立
春
の
空
仰
ぎ
け
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榎
榎
榎
榎
榎
 田
島
　
富
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厚
く
語
る
遺
影
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
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文
机
梅
一
輪
の
鄙
住
ひ
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榎
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光
子

川
　
柳
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さ
く
ら
吟
社
）

落
第
は
わ
た
し
出
来
な
い
脛
か
じ
り
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榎
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 植
田
み
の
る

生
き
る
こ
と
無
駄
な
命
は
一
つ
も
な
い
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井
　
信
恵

ま
さ
か
の
時
が
分
か
ら
な
い
か
ら
恐
い
の
よ
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千
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春
風
に
さ
っ
そ
く
恋
の
予
約
す
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悦
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内
輪
揉
め
し
て
る
場
合
か
日
本
丸
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文
明
の
世
で
も
噴
火
が
止
め
ら
れ
ぬ
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必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
頑
張
れ
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草
も
木
も
寒
さ
に
耐
え
て
蕾
抱
く
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つ
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春
待
ち
の
梅
の
花
咲
く
街
も
あ
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落
第
も
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き
た
証
し
の
勲
章
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婚
活
も
落
第
点
で
ま
だ
独
り
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落
第
の
お
か
げ
同
級
生
増
え
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苦
労
こ
そ
生
き
る
証
し
だ
人
生
だ
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平成23年度水泳教室の開催について

５月より、各種水泳教室を開催予定です。

詳細は、来月の広報わかさ・町ホームページをご覧ください。

新　　着　　図　　書 　　　　　　　　　　　　　2011．2．27まで
≪　そ　の　他　≫≪　文　学　≫

東京大学立花隆ゼミ・二十歳（はたち）の君へ諸田　玲子・お順（上・下）

山本　博文・知識ゼロからの大奥入門梓　林太郎・高尾山魔界の彷徨

半藤　一利・あの戦争と日本人西村　京太郎・十津川警部赤と白のメロディ

藻谷　浩介・デフレの正体楊　逸・陽だまり幻想曲

渡邉　早苗・高齢期の疾患と栄養食事療法朝吹　真理子・きことわ

主婦の友社・認知症家族を救う対策集西村　賢太・苦役列車

みきママ・藤原さんちの毎日ごはん木内　昇・漂砂のうたう

谷口　信和・水田活用新時代今野　浩・工学部ヒラノ教授

渡辺　千賀恵・観光まちおこしに成功する秘訣矢口　敦子・胸さわぎのクルーズ

岩下　宣子・両親・親族のあいさつ澤田　ふじ子・あんでらすの鐘

≪　ヤングアダルト　≫佐藤　雅美・男嫌いの姉と妹

泉　啓子・晴れた朝それとも雨の夜乾　緑郎・完全なる首長竜の日

小林　深雪・大人への階段　　　高校生編瀬尾　まいこ・おしまいデート

≪　児　童　書　≫桐野　夏生・ポリティコン（上・下）

安房　直子・天の鹿乾　ルカ・六月の輝き

サカリアス　トペリウス・木いちごの王さま大沢　在昌・やぶへび

吉海　直人・百人一首大事典奥田　英朗・純平、考え直せ

≪　絵　本　≫花村　萬月・百万遍流転旋転（上巻・下巻）

松岡　たつひで・ゆきやまたんけん長嶋　有・祝福

ロバート　フローマン・このよでいちばんはやいのは森見　登美彦・四畳半王国見聞録

笠野　裕一・ぼくんちのゴリ貴志　祐介・ダークゾーン

≪　郷　土　≫川上　未映子・発光地帯

米山　寛一・梨の来た道三谷　幸喜・たてつく二人

小林　朋道・先生、カエルが脱皮してその皮をたべています！田辺　聖子・田辺聖子の古典まんだら（上・下）

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

臨時休館のお知らせ！
水換えのため臨時休館します。

日程は　４月７日（木）～４月28日（木）まで
４月29日（金）より通常営業いたします。　

皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いします。


